
川崎市立川崎高等学校定時制（昼間部）における

外国人生徒等教育のための体制・仕組みづくり

川崎市教育委員会 教育政策室人権・多文化共生教育担当



１川崎市について

７年で
約1.5倍川崎区

約40％

川崎高校



１川崎市について

2016 2017 2018  2019 2020  2021

外国籍児童生徒数(各年５月１日現在）



１川崎市について

日本語指導が必要な小学校児童・中学校生徒数(毎年５月１日現在）



２

川崎市立
川崎高等学校に

ついて

・全日制

普通科 中高一貫教育校

生活科学科

福祉科

・定時制

普通科 昼間部

夜間部



３

川崎高等学校
定時制昼間部に

ついて

「急がない！」「手を抜かない！」「あきらめな
い！」をスローガンに生徒の成長に寄り添う



４

川崎高校定時制
における現在の

日本語指導 日本語指導が必要な生徒数

・１年生８人 ・２年生４人

・３年生３人 ・４年生１人

昼間部と夜間部の間の課外時間

１回４５分、週４回

英語、中国語、フィリピノ語が話せる多
言語指導者３名



５

川崎市
教育委員会と
しての思い

☆小学校 → 中学校 → 高等学校 の
つながりのある日本語指導の必要性

☆日本語能力の向上

☆高校卒業（日本語の壁による学習のつま
ずきを取り除く）

☆卒業後の進路を見すえたキャリア形成（在
留資格の変更やロールモデルの必要性）

☆特定技能での在留資格者などとの架け橋・
自己のキャリア形成



６

来年度に向けて

☆高等学校での「特別の教育課程」開始

☆入学者選抜での「在県外国人等特別募集」

開始

（中学３年時の２月１日現在、

入国後在留期間が通算６年以内の外国籍

日本国籍を取得して６年以内）

（英国数の３教科、ルビ付き問題、

面接での平易な日本語の使用 など）

【川崎高校の定員は８名】



６ 来年度へ向けて

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

１学

年
現代の国語 公共 数学Ⅰ

科学と人間

生活
体育 保健

英語コミュ

ニケーショ

ンⅠ

情報Ⅰ 総合 LHR

２学

年
言語文化 歴史総合 数学Ⅰ 生物基礎 体育 保健

英語コミュ

ニケーショ

ンⅠ

家庭基礎 総合 LHR

３学

年
文学国語 地理総合 数学A 化学基礎

体育 選択 英語コミュ

ニケーショ

ンⅡ

芸術 総合 LHR
体育

４学

年
論理国語 政治・経済 数学Ⅱ 地学基礎 体育

英語コミュ

ニケーショ

ンⅡ

情報Ⅰ探究 総合 LHR

日本語学習



・教育課程や日本語指導体制などの検討会

川崎高校定時制管理職、校内日本語指導担当教諭、

川崎市教育委員会教職員企画課、教職員人事課、

学校教育部指導課、教育政策室人権・多文化共生

在県枠のある高校へのサポート事業NPO

・在県枠のある高校等の参観

・教職員向けの研修会

①外国につながりのある生徒の現状と課題

②日本語指導の実際

７

来年度に向けて
の準備



７

来年度へ向けて
の準備

平成26年文部科学省告示第１号



７

来年度へ向けて
の準備

・週２０時間のうちほぼ必履修科目

・３年生にしか選択科目がない

・１、２年生での日本語指導の充実

・アルバイトや放課後の活動などを推奨
していることから、授業時間数を新たに
加えることが難しい

・放課後に行われている日本語指導への
出席率が低い

課題



８ 川崎高校定時制における教育課程

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

１学

年
現代の国語 公共 数学Ⅰ

科学と人間

生活
体育 保健

英語コミュ

ニケーショ

ンⅠ

情報Ⅰ 総合 LHR

２学

年
言語文化 歴史総合 数学Ⅰ 生物基礎 体育 保健

英語コミュ

ニケーショ

ンⅠ

家庭基礎 総合 LHR

３学

年
文学国語 地理総合 数学A 化学基礎

体育 選択 英語コミュ

ニケーショ

ンⅡ

芸術 総合 LHR
体育

４学

年
論理国語 政治・経済 数学Ⅱ 地学基礎 体育

英語コミュ

ニケーショ

ンⅡ

情報Ⅰ探究 総合 LHR



８ 川崎高校定時制における教育課程

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

１

学年
現代の国語 公共 数学Ⅰ

科学と人間

生活
体育 保健

英語コミュ

ニケーショ

ンⅠ

情報Ⅰ 総合 LHR

２

学年
言語文化 歴史総合 数学Ⅰ 生物基礎 体育 保健

英語コミュ

ニケーショ

ンⅠ

家庭基礎 総合 LHR

３

学年
文学国語 地理総合 数学A 化学基礎

体育 選択 英語コミュ

ニケーショ

ンⅡ

芸術 総合 LHR
体育

４

学年
論理国語 政治・経済 数学Ⅱ 地学基礎 体育

英語コミュ

ニケーショ

ンⅡ

情報Ⅰ探究 総合 LHR



１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

１

学年
現代の国語 公共 数学Ⅰ

科学と人

間生活
体育 保健

英語コミュニ

ケーションⅠ
情報Ⅰ 総合 LHR

２

学年
言語文化 歴史総合 数学Ⅰ 生物基礎 体育 保健

英語コミュ

ニケーショ

ンⅠ

家庭基礎 総合 LHR

３

学年
文学国語 地理総合 数学A 化学基礎

体育 選択 英語コミュ

ニケーショ

ンⅡ

芸術 総合 LHR
体育

４

学年
論理国語 政治・経済 数学Ⅱ 地学基礎 体育

英語コミュ

ニケーショ

ンⅡ

情報Ⅰ探

究
総合 LHR

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

１

学年
日本語Ⅰ

現代の国

語
公共

科学と人

間生活
体育 保健

英語コミュニ

ケーションⅠ
情報Ⅰ 総合 LHR

２

学年
日本語Ⅱ 言語文化 歴史総合 数学Ⅰ 体育 保健

英語コミュニ

ケーションⅠ
家庭基礎 総合 LHR

３

学年
実用日本語Ⅰ 地理総合 数学A 化学基礎

体育 選択
英語コミュニ

ケーションⅡ
芸術 総合 LHR

体育

４

学年
実用日本語Ⅱ 政治・経済 数学Ⅱ 地学基礎 体育

英語コミュニ

ケーションⅡ

情報Ⅰ探

究
総合 LHR



８

学校設定教科
「日本語」の

設置

2023年度からの教育課程

（日本語指導が必要な生徒へのコース）



９

学校設定教科
「日本語」の

設置

【 教科 日本語 】

・日本語Ⅰ・Ⅱ

→日常で幅広く使われる日本語が理解できる
力を目指します。

[目標]日本語能力試験「N3」

・実用日本語（Ⅰ・Ⅱ）

→進路決定に必要な情報の読み取りや書類の
作成ができる力を目指します。

[目標]日本語能力試験「N2」

2023年度からの教育課程

（日本語指導が必要な生徒へのコース）



９

学校設定教科
「日本語」の

設置

2023年度からの教育課程

【取り出し授業】

→別室で易しい日本語を用いて、授業を進めてい
きます。



９

学校設定科目
「日本語」の

設置

2023年度からの教育課程

【入り込み授業】

→平常の授業に日本語を支援する教員が入り、学
習をサポートしていきます。



10

その他の
支援体制

・日本語学習コーディネータ教員の配置
（常勤・非常勤）

・多文化共生コーディネータの派遣（週２日）

（在留資格等を含めたキャリア支援、通訳翻訳、
生活・学習支援、情報提供、日本語指導や多文化
共生に関わる研修、教育相談等を教員と協働し
て行う）

・現在の放課後日本語指導の活用

・在県枠以外で入学する外国につながりのある生徒
にも日本語指導を行う

（日本語プレイスメントテストの実施）

・在県特別募集に特化した学校説明会の実施



川崎市立川崎高等学校定時制（昼間部）における

外国人生徒等教育のための体制・仕組みづくり

川崎市教育委員会 教育政策室人権・多文化共生教育担当


